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１.「北関東・東北豪雨」の気象概要 
 

【総降水量と 9 月の月降水量平年値との比較分布図（9 月 7 日～11 日）】 

台風第18号や前線の影響で、西日本から北日本にかけての広い範囲で大雨と

なり、特に9月9日から11日にかけては、台風第18号から変わった低気圧に流れ

込む南よりの風、後には台風第17号の周辺からの南東風が主体となり、湿った

空気が流れ込み続けた影響で、多数の線状降水帯が次々と発生し、関東地方と

東北地方では記録的な大雨となった。9月7日から11日までの総雨量は、関東地

方で600ミリ、東北地方で500ミリを超えたほか、9月の月降水量の平年値の2倍

を超える大雨となったところがあった。 

この大雨に対し、各地の気象台では、栃木県、茨城県及び宮城県に対して大

雨の特別警報を発表して最大級の警戒を呼びかけたほか、大雨や洪水の警報・

注意報や気象情報等を発表して警戒を呼びかけた。 

この大雨により、土砂災害、浸水、河川の氾濫等が発生し、宮城県、茨城県

及び栃木県で死者8名の人的被害となったほか、関東地方や東北地方を中心に

損壊家屋4,000棟以上、浸水家屋12,000棟以上の住家被害が生じた。また、ラ

イフライン、公共施設、農地等への被害及び交通障害が発生した。（被害状況

は、平成27年10月5日10時00分現在の内閣府の情報及び平成27年10月1日15時00

分現在の国土交通省の情報による。） 

9 月 9 日から 11 日にかけて関東地方及び東北地方で発生し甚大な被害をもた

らした大雨について、気象庁は「平成 27 年 9 月関東・東北豪雨」と命名し

た。 

※気象庁「災害時気象報告」より 
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２-１.被害状況（常総市） 
  

 

人的被害：死亡       2 名          重症   3 名 

         中等症   21 名          軽症   20 名 
 

家屋被害：全壊    53 棟       大規模半壊  1,575 棟 

半壊  3,476 棟 

        床上浸水 148 棟       床下浸水    3,072 棟 

被害状況（1/29 現在）  
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２-２.避難所                

 

避難者数：9 月 11 日 6,223 名(最大)→ 10 月 1 日 606 名→11 月 16 日 

209 名 

場所：市内 20 ヵ所、市外 9ヵ所（開設した避難所） 
水海道地域 15 ヶ所 

     水海道総合体育館・菅生公民館・あすなろの里・坂手公民館・豊岡小学校・豊

岡公民館・きぬふれあいセンター・菅原小学校・ふれあい館・水海道小学校・

水海道第一高等学校（校舎・体育館）・市役所（議会棟）・報国寺・大楽寺 

石下地区 5ヶ所 

    豊田文化センター・岡田小学校・石下西中学校・ 地域交流センター・ 

石下総合体育館 

市外 ９ヶ所 

     千代川体育館・つくばみらい市きらく山・つくばみらい市運動公園・ 

猿島公民館・つくば市豊里庁舎・学びの里・谷田部総合体育館・豊里中学校・

上郷小学校 

 

要支援者：介護サービス（ショートステイ）を利用して特別養護老人ホームへ 

 

第二避難所：12 月 1 日からは市内 4ヶ所（ホテル野村屋・水海道スカイホテ

ル・水海道第一ホテル・かま仙旅館）に第二避難所が設置され、

住宅修復などが間に合わなかった方が各避難所から移動し避難生

活を行っている。2月 1日現在では、46 名の方が第二避難所で生

活している。 
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２-３.その他（ライフライン・農地） 

   

ライフライン 

電気：11,200 世帯（市内冠水地域停電） 

     水道：11,800 世帯  

       道路：:国道 354・357 号線主要幹線全面通行止め 

     鉄道：関東鉄道常総線前線運休（10/10 前線開通） 

    

農地 

   農作物    ：1,380,335 千円  1,402.4ha 

   収穫後保管米 ：  232,647 千円  1,092t  40 戸 

         農業用機械  ：2,849,192 千円  1,092 台 406 戸 

     家畜・畜産物 ：      323 千円（にわとり 100 羽,乳牛 2頭） 

     農地     ：  805,100 千円   11 個所 

     農業用施設   ：1,525,400 千円   77 個所(水路,排水機場,農道等) 

         農業集落排水：  200,000 千円    2 個所 

 （常総市 HP より抜粋） 
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３.支援活動を行うまでの背景 

9 月 9 日の深夜、気象庁から入手した情報から北関東で大きな被害が出るのではない

かと感じたため、車両にバイクや支援物資等を積み込み、北上を開始した。翌朝の 10

日に栃木県の鹿沼市などから情報が入ってくる中、同日午後には常総市の鬼怒川が決

壊したとの情報が入った。そのため情報収集に入る現場を鹿沼市から常総市に変更

し、10 日夕方に常総市に入った。  

 

 旧石下地区辺りや水海道地区を経由し、20 時近くに「常総市社会福祉協議会」（以

後社協とする）に到着した。簡単ではあるが、常総市の学校区や世帯数、自治会、外

国人の比率などの情報収集を行い、災害支援仲間へ情報を共有した。また、同時に自

衛隊が住民を 100 人近く輸送してきたため、急遽避難所になった社協で被災者の受け

入れのサポートを行った。日付も 11 日へ変わり、避難者の受け入れの動きも一段落

し、翌朝県社協も来られると言うことなので一度つくばみらい市の知人宅に移動し、

引き続き情報収集を行った。  

翌朝 11 日、再び常総市入りを試みるも、街中の水位が

上がり常総市市内に入る事が出来なかったため、避難所

を周り現状の確認などを行った。お昼近くになり、社協

と連絡が取れ、VC（災害ボランティアセンター）を立ち

上げる想定になっている三妻地区の心身福祉高齢者セン

ターに移動し立ち上げ準備の打ち合わせを行った。 
 

【打ち合わせの内容】 

△市役所など対策本部が浸かり連絡が取れない状態 

△町の中枢が広範囲で浸水した為インフラを整える難しさ 

○必要な資材、車両のこと（13 日に立ち上げるのであれば） 

△10 日後に大型連休のシルバーウィークのこと 

△東京など大都市が近い為、沢山のボランティアが駆けつける可能性が高い 

○各地地域の被害業況の把握 

○災害ボランティアセンターのレイアウト 

△ 問題点  ○状況 
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外部団体などに連絡を取り、資材の調達・経験値のある支援者の要請などを横のつ

ながりでの連絡を行った。 VC 内での会議の結果、13 日以降に VC を立ち上げ、支援

活動を行う事になり、集まった職員で現場に出て地域の被害状況の把握に出た。ま

た、11 日から現地入りした JIC（日本青年会議所）の方々のお力で VCの立ち上げ準備

などが着々と進められていった。 

 

４－１.支援活（VC の立ち上げサポート） 

 13 日に正式に「常総市 VC」として運営が始まっ

た。しかし、被害規模が広範囲であり派遣調整が難

しいこと・10 日後に大型連休のシルバーウィーク

があること・東京や神奈川といった大都市からのア

クセスの良さ、メディアから流れる情報の多さなど

支援者の集まりやすい環境が重なっていた。そのた

め、VC 運営が混乱することが容易に想像で出来た

ので、被害が大きかったエリアを 8つに分け、各エ

リアにあった支援者（災害地での経験があり私が信頼できる仲間）を配置し、各地に

サテライト（※）を立ち上げる準備をし「点」ではなく「面」で対応出来る様に現場

サイドのオペレーションの準備を行った。 

※サテライトとは、VCの支店

の位置づけで、ニーズ調整機

能、資材管理、ボランティア

の健康管理などを現場近くで

行う。サテライトに調整機能

を置くことで VC 内で受付を終

えたボランティアを順次現場

に派遣し VC 内での混乱を避け

る事が可能になる。 
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４－２.支援活動（復旧期運営サポート） 

沢山の支援者が殺到することが安易に予測され、

少しでも現場で混乱が起きない様に参加してもらう

ためにも VC の情報発信の必要性を伝え、外部支援者

（以前共に活動し信頼がおける）を地元社協につな

ぎ、VC の HP や Facebook の情報発信を開始した。ま

た、必要な資材等の調整などのサポートを行いつ

つ、VC→現場へのオペレーションの調整を行うこと

で、現場と運営の橋渡しの役割を行った。また移動

などの現場での行き違いなど市内を走りながら調整し、フォローを行った。 

 

４-３.支援活動（復旧期現場サポート） 

 少しでも多くの支援者が参加し現場で作業を行うことが出

来る様にアクセスの補助、資材の管理、住民との調整など日本

各地で知り合った経験豊富なメンバーの力をお借りし、各エリ

アに受付機能を持たないレベルのサテライトの運営を行った。 

 また特殊ニーズや重機ニーズなどと経験豊富なボランティア

の調整を行った。一般のボランティアでは行えないニーズなど

を行い効率的な復旧活動のサポートを行う。  
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４-４.支援活動（スペシャルシーズ調整） 

 今回の支援活動の特徴の一つにスペシャルシ

ーズの調整（NPO 連絡会議）が挙げられる。家屋

の清掃や泥出し等の一般的な作業の他に、炊き出

しやマッサージ、重機などの特別なスキルを持っ

た支援者の調整を行った。類多く寄せられた重機

シーズを可能な限り効率よく現場につなぎ、避難

所等に偏りがちな炊き出し等の申し出を調整した

り、飲み水の確保が厳しい地域、台所などの復旧

が遅れている地域などエリアに合わせて炊き出

し、サロンなどを行った。 

 

 

４-５.支援活動（引っ越しサポート） 

 仮設住宅を建てないことを決断した常総市では、

半壊以上の被災をした方へ、つくば市内の公営住宅

への入居を希望するかどうかの調整を行い、希望し

た方に公営住宅を用意した。公営住宅へ入居される

方の他にも居間の住宅等、被害を受けたお宅や避難

所から新しい住居への引っ越しのお手伝いを行っ

た。この活動により、被災した方の生活環境の様子

を伺い、必要な物

資（冬服や家具、

暖房器具等）の配

布を行い、その後

の訪問活動、寄り

添いやサロン活動

など生活支援活動

につなげることが

できる。 
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５.課題と解決（地域ニーズ） 

現場を走りながら復旧活動の調整を行う中で、見えてきた、

災害が引き起こした地域での課題や問題を運営側と共有した。

その上で、これからの VC の体制や方向性などを共に考え支援活

動に繋げ、地域のニーズとして住民に呼びかけ、地域、行政、

社協、ボランティアで対応を行った。 

 

 【地域ニーズ】 

・ごみ回収プロジェクト(水海道を中心に常総市全般) 

・わら回収プロジェクト（五箇地区・大﨑） 

・田んぼクリーンプロジェクト（大生・三坂・玉地区） 

・etc 

 

【災害がきっかけで大きくなった課題】 

・離農、農地の再生→田畑の被害により再建が難しく

なった農家 

・生活再建の厳しさ→高齢者や障碍者など所得が厳し

い方の生活再建 

・避難生活の長期化→大工不足などによる修復の遅れ

による避難生活の長期化 

・衛生→水害により壁・床などに広がったカビや埃な

どの衛生問題 

・孤独・不安→被害を受け避難した方、在宅など環境

が変化したコミュニティー 

また作業を行う事で解決に結び付く課題と、潜在的な問題に災害が結び付き長期的

な支援が必要になる課題などもある。行政を始め、地域の課題が浮き彫りになってお

り、会議や打ち合わせを行い「連携・協働」で、今後何が出来るか話し合いの場を作

れるようにサポートを行う。 
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６.中長期支援（「地域支えあいセンター」「たすけあいセンター

JUNTOS」のサポート） 

初動期から復旧活動の落ち着きが見えはじめ、12 月頃

からは各センターのスタッフが少なくなった。それによ

り一人当たりの業務が増えてきたこともあり、現場サイ

ドから運営サイドに再び少し軸足を移しサポートに入っ

ている。しかし基本の業務は正規のスタッフが行うこと

が理想だと考え、過剰なサポートは控えて少

し距離を置き、運営が大変そうな時の訪問活

動やサロン活動のサポート、アドバイスを行

っている。 

 

７.連携と協働（ゆいまーるの家） 

 発災直後に、支援仲間のネットワークを『災害支援

ベース「ゆいまーるの家」』（※）と名付け、連携を

強化して支援を行ったことで、より幅広い支援が可能

になった。  

「ゆいまーるの家」では、東日本大震災以降各地の

災害地で出会い、共に現場で活動を行いながらつなが

ってきたネットワークを生かして活動を行った。密な

連携をとりながら連絡を行い、広範囲に広がる被災状

況の中でエリアを作り、VC から派遣されてくるボラン

ティアの方を現場内で細かい調整のフォロー、資材など

の管理、アドバイスなどを行いながら、住民との顔繋ぎ

などコーディネートする事が出来た。 

また特殊シーズや特殊技術を持った特化したボランテ

ィアのお力をお借りした。一般的なボランティアでは行

うことの出来ない重機のオペレーションや、専門的な技

術が必要な大工系作業の床板剥がしや壁剥がし、避難所

からの引っ越し作業などを行うことで、より幅の広い活動が可能になり、沢山のニー

ズにこたえることが可能になった。 

更に、復旧活動だけでなく住民の方の生活支援までの中

長期支援に欠かせない支援環境（車両、資機材、風呂、食

事、寝床、情報発信など）を整えた。これにより、ボラン

ティア参加者、定期的に関わる方々を常総市に繋げること

が出来ている。より多くの方を中長期な支援活動に巻き込

むことで、様々な支援を行うことが出来ている。 
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◇活動内容：避難所支援、災害ボランティア

センター（地域支えあいセンター）立ち上げ・

運営サポート・現場コーディネート、たすけあ

いセンターJuntos サポート、足湯（避難所・地

域）、土砂出し作業（敷地内・床下など）、重

機隊、協働キッチン（炊き出し・サロン）・大

工系ボランティア（床剥ぎ・壁剥がし・壁床張

り）、引っ越しボランティア（市内外・荷物の

移動）、訪問活動（支援物資配布）、常総ゴミ

回収プロジェクトサポート、田畑クリーン大作戦サポート、復興イベントサポートな

ど  

 

◇連携団体：OPEN JAPAN、災害 NGO 結、Seeds of hope、DRT-JAPAN、ダッ

シュ隊大阪、愛知人、広島たすけ隊、被災者支援にんにこ和歌山、RQ 常総、兼八興

業、三坂 Lady`s、ボラン Chu、徳恩寺、日本国際飢餓対策機構、ボランティア有志 

 

 また連携を取り共に活動を行った団体を通し応援して頂いた下記の企業並びに団

体、個人の皆さまに心より感謝します。ありがとうございます。またこれからのご支

援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 ◇応援・協力者：棟トレディング、Coleman 

Japan(コールマン ジャパン)、KEEN Footwear(キ

ーン)、mont-bell(モンベル)、グリーンコープ、バ

イオディール油藤商事株式会社、石川製作所、日

本財団、震災がつなぐ全国ネットワーク、金山有

志の会、阿蘇ボランティアベース「ZEN」、ボラ

ンティア団体「ポメロ」、茨城県共同募金会、日

本各地で応援していただいている個人の方々（順

不同） 

 

災害発災直後から常総市に入り上記の支援活動を行って来ましたが、全てにおいて

地元の方々のご理解とご協力が無くては支援活動を行うことは出来ませんでした。発

災直後に突然現れた私の様な外部支援者を受け入れてくれた常総市社会福祉協議会の

皆さま、また被害を受け混乱している現場に突然バイクで現れた見ず知らずの私たち

の様な外部支援者に作業を依頼したり、支援活動の拠点になる場所を提供してくれた

地元の方々、これまでの各地での支援経験を聞くなど受け入れてくれた地元の方々、

私たちの活動に関わっていただいた皆さまに改めて感謝です。ありがとうございま

す。  


